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日天下の戦費調達は緊急性の高いものであったと言える。（HPD, ver.1, vol.30, pp.710
～1.）
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なく、この税金（所得税）を単年度延長することが望ましい。」（HPD, ver.1, vol.30, 
pp.653, 690.）
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ィでさえ、10人のうち９人までが所得税延長に賛成している。」（HPD, ver.1, vol.30, 
p.690.）
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ンフレットとしては、以下のものが挙げられる。（Vanderstraeten, Ferdinand [1816], 
Analysis of the views contained in a work just published, entitled, Improved agricul-
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は、近隣都市からも注目を集めており、23日の The Morning Chronicle と24日の
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（Cruikshank, George [1816], Death of the Property Tax!!, London.）
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導くだけであると指摘されている。（Cobbett’s Weekly Political Register (London, 
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要ないと断じられている。（The Bury and Norwich Post: Or, Suffolk, Norfolk, Essex, 
Cambridge, and Ely Advertiser (Bury Saint Edmunds, England), Wednesday, March 
























62  ウェリントン（1st Duke of Wellington）が統率する部隊のフランス駐留に関しては、
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わった。（HPD, ver.1, vol.33, pp.200, 216～7, 391～2, 439.）
65  HPD, ver.1, vol.33, pp.451～5.
66  与党の若手議員であったバレル（Sir Charles Merrik Burrell）とアクランド（Sir 
Thomas Dyke Acland）は、与党内の有力派閥に所属しており、本来であれば所得税
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